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	奈井江町公設塾　 ななかま
	2025年度 中学部保護者アンケート結果＆回答
	回答率

	46% (17名/37名)
	学年内訳
	通塾頻度
	12％
	18％
	35％
	35％
	ほぼ毎日
	週２～３回
	週１回
	ほとんど行っていない
	受験前のため増えた。
	わからないことを教えて貰え、みんなと一緒に頑張れる環境があったので増えた。
	つい周りの人と話してしまい、集中できないので減った。
	周りがうるさいので減った。
	家でも自分でできる習慣がついたので減った。

	通塾頻度の 変化について （10月との比較）
	奈井江町公設塾　 ななかま

	1日当たりの 学習時間に ついて (ななかま通塾前との比較)

	6%
	12%
	6%

	77%
	ななかまで 力を入れて ほしいこと
	特別授業で、力を入れてほしいこと
	奈井江町公設塾　 ななかま

	18%

	53%
	24%

	1週間で 子どもと家で学習や進路について 話す頻度
	6%

	学習面や進路で、子どもとのかかわりの中で難しさを感じる場面
	その他の ご意見
	ななかまへの満足度
	満足度 回答の理由
	勉強面、精神面、進路、全てに対してサポートしていただいたこと。
	家では集中できないので、テスト前に少しでも勉強することができるようになった。
	短時間でも利用できる。
	プリントがあるため、問題をたくさん解ける。
	検定対策ができる。
	自ら積極的に通塾しているため。
	友達や先生がいるため、サボることができない環境が良かった。
	楽しく勉強ができるようになった。
	わからないところを解決して帰ってくる。
	学校では聞き辛いことも聞きやすい。
	本人が意欲的に通っていたから。
	安心して勉強ができる環境がある（夏は涼しく、冬は暖かい）。
	家や学校以外の居場所になってくれたから。

	最後に
	学習面や進路において、お子さまとのかかわりの中で難しさを感じる場面
	来年度の通塾予定について
	59%
	41%

	ななかまへの 満足度
	入塾面談以外での面談の 機会について
	6%
	23%
	71%
	奈井江町公設塾　 ななかま

	受験に向けてご指導よろしくお願いします。
	勉強は大変そうですが、先生方がサポートしてくれ、楽しく勉強していると感じています。本当に感謝しています。
	騒がしいときは、注意をお願いします。
	小学生の頃から７年間、平日も長期休暇も勉強する環境を作って下さり、本当に感謝しています。勉強だけではなく、たくさん子どもたちと関わり、話をしてくれ、とても楽しい時間を過ごせたようです。長い間、子どもたちの成長をサポートして下さり、ありがとうございます。

	その他 要望など
	最後に
	　この度はアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございます。保護者の皆さまからの温かいご意見を通し、生徒たちが勉強が楽しくなったと前向きに塾へ通う様子や、卒業生からの嬉しい声をいただくことができ、スタッフ一同大きな励みとなっています。
	　一方で、これまでの運営の中で、「周りがうるさくて勉強に集中できない」、「他の生徒と話してしまうため通塾が減った」といった課題もあります。こうした課題に対し、今年度は指導体制の改善をします。一人ひとりの理解度や目標に合わせた個別フォローの徹底、ルールの見直し、レイアウト変更により、より深く集中できる学習環境の整備に努めます。
	　生徒が自信を持って自らの進路を切り拓いていけるよう、引き続きサポートしていきます。今後とも変わらぬご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

	最後に

